
2024年2月2日

株式会社山口銀行（単体）

直前の四半期との比較

（平成26年金融庁告示第7号、別紙様式第三号） （単位：百万円、％）

当四半期末 前四半期末

 貸借対照表における総資産の額 7,239,413 7,251,185

 リスク移転の認識に係る要件を充足しない証券化エクスポージャー
 に係る調整

- -

 中央銀行預け金に係る除外による調整（△） 966,554 1,034,814

 顧客資産のうち、貸借対照表に計上されている金額（△）

 有価証券の売買を約定日基準により会計処理している場合における
 調整項目

- -

 キャッシュ・プーリング契約に基づく資金の移動に係る調整項目 - -

 デリバティブ取引等に関する調整額 2,636 △ 3,602

8a  デリバティブ取引等に関する額 58,233 53,603

8b  デリバティブ取引等に関連する資産の額（△） 55,596 57,206

 レポ取引等に関する調整額 5,917 3,092

9a  レポ取引等に関する額 5,917 3,092

9b  レポ取引等に関する額（△） - -

 オフ・バランス取引に関する額 125,347 127,641

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金）（△） - 664

 その他の調整項目 △ 77,413 △ 104,408

12a  Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金以外）（△） 17,244 16,995

12b  支払承諾見返勘定の額（△） 41,827 42,064

12c
 デリバティブ取引等に関連して差し入れた担保の対価の額
 （相殺した額に相当する部分に限る。）

- -

12d
 デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対
 価の額（△）

18,341 45,348

 総エクスポージャーの額 6,329,347 6,238,430

単体レバレッジ比率の構成に関する事項（2023年12月期）
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当四半期末 前四半期末

 オン・バランス資産の額　　　（１）

 個別項目調整前のオン・バランス資産の額 6,175,433 6,117,100

 デリバティブ取引等に関連して差し入れた担保の対価の額
 （相殺した額に相当する部分に限る。）

- -

 デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対
 価の額（△）

18,341 45,348

 レポ取引等により受領した証券の計上額（△） - -

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金）（△） - 664

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金以外）（△） 17,244 16,995

 オン・バランス資産の額 （イ） 6,139,848 6,054,092

 デリバティブ取引等に関する額　　　（２）

 デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4を乗じた額 23,189 19,843

 デリバティブ取引等に関するPFEの額に1.4を乗じた額 35,043 33,759

- -

- -

- -

 デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 58,233 53,603

 レポ取引等に関する額　　　（３）

 レポ取引等に関する資産の額 - -

 レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） - -

 レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポー
 ジャーの額

5,917 3,092

 代理取引のエクスポージャーの額 - -

 レポ取引等に関する額 （ハ） 5,917 3,092

 オフ・バランス取引に関する額　　　（４）

 オフ・バランス取引の想定元本の額 494,194 498,675

 オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整
 の額（△）

368,847 371,033

 オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 125,347 127,641

 単体レバレッジ比率　　　（５）

 資本の額 （ホ） 409,999 398,926

 総エクスポージャーの額　（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （ヘ） 6,329,347 6,238,430

 単体レバレッジ比率 （（ホ）／（ヘ）） 6.47 6.39

 適用する所要単体レバレッジ比率 3.15 3.15

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率　　　（６）

 総エクスポージャーの額 （ヘ） 6,329,347 6,238,430

 日本銀行に対する預け金の額 966,554 1,034,814

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャー
 の額

（ヘ’） 7,295,901 7,273,244

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率　 （（ホ）／（ヘ’）） 5.61 5.48

 平均値の開示　　　（７）

 レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値 （（ト）＋（チ）） - -

 レポ取引等に関する資産の額に係る平均値 （ト） - -

 レポ取引等に関する資産の額から控除した額に係る平均値（△） （チ） - -

 レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る四半期末の値 （（リ）＋（ヌ）） - -

14  レポ取引等に関する資産の額に係る四半期末の値 （リ） - -

15
 レポ取引等に関する資産の額から控除した額に係る四半期末の
 値（△）

（ヌ） - -

 総エクスポージャーの額
 （レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入しない場合）

（ル） 6,329,347 6,238,430

 総エクスポージャーの額
（レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入する場合）

（ヲ） 7,295,901 7,273,244

 単体レバレッジ比率
 （レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入しない場合）

（（ホ）／（ル）） 6.47 6.39

 単体レバレッジ比率
（レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入する場合）

（（ホ）／（ヲ）） 5.61 5.48

 間接清算参加者に適格中央清算機関の債務履行を保証していな
 い場合に零とした中央清算機関向けエクスポージャーの額（△）

11
 クレジット・デリバティブ等のプロテクションを提供した場合
 における調整後想定元本の額

12
 クレジット・デリバティブ等のプロテクションを提供した場合
 における調整後想定元本の額から控除した額（△）

（注）2020年3月期の単体レバレッジ比率は、現金預け金および貸出金の増加を主因とする総エクスポージャーの額の
　　　増加により、前四半期比で0.54%低下しました。
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